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　本日は池島会長を含め、皆さま、先生方、
それから来賓の皆 さま方、どうも私は余で
す。今日は講演会ができましたことを本当に
感謝 しております。日中間の協力関係こうい
う場を光栄に思っております。今日の講演内
容としましては、上海の外資企業交流につい
ての内容です。今重大なこととしては、外資
企業の奨励、この部分が上海では一番重要な
部分になっていると思っています。本日はこ
の内容でお話をさせていただきます。
　今 日の内容としては四つの内容でお話をし
ていきます。その中で一つ目は上海の転型期
におけるキーポイント事項です。2番 目は転
型期における外資の積極的な作用、3番 目に
は転型期における外資の方針と重点について
お話 しさせていただきます。最後の4番 目に
なりますのは、重要な政策に対 してご紹介を
させていただきます。
　まず上海の発展についてご説明します。こ
ちらに現在の上海における実際のデータと実
情を記載されています。まずGDPの数字に
なります。各年代ごとに変化があり、この内
容を見ていただくと1978年から2009年を書
いてあります。都小平の改革開放以来30年
におよぶ経済の変化の内容が見て取れます。
2008年から1人当たりのGDPが1万 元を超
えている形になります。
　2番目は産業構造について、こちらは第一
次産業、第二次産業、第三次産業の比になり
ます。1978年には第一次産業が4%、 それ
に対 して第二次産業が77.4%、第三次産業が
18.6%。2000年を契機に第二次産業から第三
次産業の割合が増えています。2009年には
第一次産業0.7%、第二次産業39.9%、第三
次産業が59.4%という数字になっています。
この数字だけでわかるように、現在第三次産
業、サービス業の割合が増加しています。
　3番目は都市機能についてのご説明になり
ます。最初上海では工業を中心として発展し
たところが徐々に変わってきている形になり
ます。そして現在では多方面に整備された市
場経済が整備 されています。現在、上海には
証券取引所、先物取引所、外貨取引センター
などがございます。上海港については国際港
でコンテナの積みおろしについては、今年シ
ンガポールを抜いて世界で1位 となっていま
す。上海の税関区の出し入れ量については全
国の約4分 の1を 占めるまでになっていま
す。大体6000億ドルになります。生活保障
についても詳細規程ができています。老後の
年金問題、それから医療問題があります。そ
してまた政府の管理機構についても法制が正
され、さらによりよい状況になっています。
これは上海が対外的に開放した政策を続けた
結果だと思います。また現在この状況から見
ると、上海の以後の発展については、やはり
いろいろな問題が起きると認識しています。
　上海の発展変化の主なキーポイント、こち
らをお話しするにあたって一番重要な部分を
こちらでまたお話しさせていただきます。こ
の16年については二桁の成長率に上がるよ
うに、上海の変化は大きくなっています。で
すから現在、これから上海の変化としては安
定した成長期に入ってきています。こちらが
1990年か ら95年までの内容になります。こ
ちらはGDPの推移になります。中国の第十
一次五力年計画の2006年から今年までのと
ころで見ると、最後の方です。こちらのデー
タを見ていただくと関係したところになって
います。上海の消費、投資、それから輸出の
協調を表している形になります。先ほどの投
資それから輸出、消費、これらの評定を重視
する必要が重要になってきます。そしてやは
り今重要なところでは、新 しいもの、イノ
ベーションを重視していく形になります。そ
の中で社会、資源、環境の協調発展を重視し
た状況です。去年、上海の拠点機関の増資に
ついては5100億人民元になります。上海の
面積は6340平方キロメー トルです。今の都
市面積は川などを含まない形でいけば5000
ちょっとになります。現在上海の投資、固定
的な投資が5100億人民元、そ して現状の上
海の都市面積が5000ちょっと。それをする
と1平米が大体投資が1億 になります。そし
て新しい発展、新 しい展開をする必要がござ
います。上海の都市機能の上限を特化する必
要があります。上海のインフラ周りの発展に
ついては、ほかの国と比べるとやはり遅れて
いる部分があります。ソフ トの面に関しても
遅れている部分もあると思います。以前、上
海の発展については、この600平方キロメー
トルの集中した中心部での発展が振 り分けら
れていました。これからの上海の発展に関し
ては600平方キロメー トルではなく、6000平
方キロメー トル、上海全体の発展が必要にな
る。そして郊外の発展 も重要なポイントにな
る。こちらもやはり外資系企業が入る重要な
ポイントです。上海、それから長江デルタ地
域、それから長江流域の発展も上海の発展に
は重要な関連になってきます。以前の発展で
は経済の発展。経済の発展以外、賃金の発
展、それらも重要な部分です。この万博後の
経済効果というところも続けていき、そして
万博の中で学んだ新しい理念、考え方をこれ
からの新しい経済に投下していく形が必要で
す。その中で、経済以外で発展した過去の発
展、それから新 しく今後発展していく部分に
ついて、こちらも上海の発展 には一番重要な
ツールになります。その中で外資系企業のさ
らなる発展、それが上海におよぶ影響は大き
な役割となります。
　上海の外資輸入の増強の方の説明になりま
す。1978年の改革開放以来、2009年の年末
までで上海の累計利用外資は953.05億ドルに
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なります。既に現在は1000億ドルを超えて
います。外商投資企業プロジェクトは5万
5591億になります。昨年末の状況で、契約
外資については1598.17億ドルになります。
実際の状況としてもやはり増加の傾向にあり
ます。2008年の経済危機のところか ら、契
約件数については少し落ち込んでいる形にな
ります。ですが実情で書かれている外資につ
いては増加の一途となってお ります。
　2006年か ら2010年までの5力年計画の状
態については、上海の状況としては伸び率が
高くなっています。3分 の1の外資企業につ
いては、この10年での投資となっておりま
す。2006年から2010年9月末までの上海の
累計契約外資については711億ドルになりま
す。実際に利用 された外資は438.3億ドルに
な ります。この数年で現状 は1000億ドルを
超えている状況にあります。この状況から見
て、上海の発展がどれだけのものか見てとれ
ます。この期間中、外資構造の大きな変化が
あります。ここ数年における第二次産業の変
化は、どんどん落ちている形になります。特
に第二次産業、製造業については契約外資、
実際利用外資を見てもどんどんと落ちていく
次第でございます。その契約の中で、国際ブ
ランドの企業がどんどん入ってきている形に
なります。サービス業契約外資については既
に外資の70%以上を占める形になっていま
す。実際の状況としてはもう既に80%を超
えている形になります。外資利用の方式、イ
ノベーションなどが導入されております。
2006年か らの期間中、この中でさらにサー
ビス業外資の導入、こちらの分野に関しては
かなり拡張しております。その中でサービス
業、官庁、やはり海運 ドックが衰えていると
いうのがございます。その中で上海では四つ
の中心を構築し、サービスで奮闘しておりま
す。これについては四つの政府の政策として
の中心、すなわち、経済、貿易、金融、それ
から海運 となります。その中で金融化、海
運 ・サービス業の起用がさらに定着 していく
次第であります。 日本人の中の五つのモデ
ル、日本の海運業者もその中に含まれている
形になります。その中で上海は市場システム
が拡大、それから海運などの部分で総合的に
発展をしている形になります。優勢の部分で
ございます。
　2006年から2010年の7月 、上海における
外資企業のエリア本部、地区本部は163社。
投資会社においては73社。外資研究開発セ
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ンターは144社増加しています。そして現在
9月時点では、既にエリア本部に関 しては
292社、それから投資関係については208社、
そして外資開発センターについては315社と
なっています。以前までは外資企業の上海の
拠点としては、海外に対する1つの中心とい
うのがありました。そして今現状では、その
外資系企業の上海における位置としては外部
のこと、対外的な部分と国内の部分、両方の
部分においてチャンスを展開しています。そ
の中でかなり多くの外資系企業が上海に本社
をつくる。それから日系企業などもこちらの
上海で本部を置いていただくことが理想だと
思っております。その中で上海の経済発展、
外資系企業の巨大な経済効果の取得という
形。企業の比較をすると、外資系企業の占め
る割合は高い形になっています。この中で上
海の外資系企業の売上収入は3.23兆元です。
これは全国の外資系企業の中で16.4%を占め
る形となります。外資系企業の利益総額が
1454.03億元。これは中国の外資系企業の中
での14%を占める形となります。これから
見てわかるように、上海における外資系企業
の割合は10%前後になります。利益 につい
ては既に14%を占める割合、それは上海に
おける企業の利益に比べて高いというのがわ
かります。多くの上海外資系企業は既に親会
社のグローバル業務における成長の重要点と
して、また利益の中心 として上海を見ている
形になります。2008年の経済危機を省みる
中で、中期における外需の拡大があり、それ
から多国籍企業における成長が重要なポイン
トとなります。今までの多国籍企業の今後の
発展が上海の経済にも影響していくような形
になります。そして第三次産業のところで
は、外資系企業のこれからの発展の変化にお
ける中での方針、そして重要点が、これをお
話させていただきます。外資の発展変化の方
針の中で重要なのはこの三つになります。対
外開放はまず基本の方針という形だと思って
います。ベースを確固として共通とした対外
開放ができると思っています。そしてまた公
平な競争経路の環境構築が必要と思います。
そして外資系企業の事業についての程度も変
わっていく形になります。これは決して外資
系企業をシャットアウ トしているわけではご
ざいません。これは不要労働という形ではな
いという形です。WTOの 規則にのっとり、
形として今政策を行っています。外資誘致と
産業構造の調整は劇的なイノベーションと、
そして都市機能の上昇が欠乏するという形に
なります。今、中国ではお金が足りてないこ
とはないと思います。ですが、外資系に対し
ての資本金の要求は高い形になります。やは
り上海が求めるものは資本金だけではなく、
その中に含まれる管理、それから技術の提供
という形。新 しい劇的なイノベーション、そ
して都市機能の欠乏が重要なポイントになり
ます。
　 この発展変化の中で四つの中心をつくる道
が重要になります。これは経済のグローバル
化という背景が重要なポイントになります。
その中で外資系企業がこの四つの中心に入っ
ていただくと期待 しております。国際金融セ
ンター、国際海運センターの構築 目標 をめ
ぐって、国家の相対的な位置付けに基づ き、
海外の投資者の参入と上海金融市場へのルー
トと規模を拡大させていく。その中で金融改
革は国家の大きな一つの対応にもなります。
その中で金融の発展候補が決まっています。
上海金融の海外対応が重要になってきます。
　国際海運センターの構築について。外資の
国際海運のハブ港、それから国際エアポー ト
ハブの建設。港の環境と現在国際海運環境の
構築の対応をしています。その中で国際貿易
センターの奨励もしています。特に商業貿易
経済と経営方式のルーチンです。サービス貿
易の拡大までサービスの貿易構造と背景とな
り国際企業の重要なポイントとして、本部を
こちらの方に置いてお く形が重要だと思って
います。貿易本部、専門貿易サービスサポー
ト機構など、L海に集約することが重要にな
ります。新 しい計画として、多国籍企業の誘
致を提唱しています。サービス経済の知的産
業構造のルーチン。過密経済のしっかりとし
た構造形成の促進。サービス業に対しての奨
励を特に行っています。経済の商業貿易、そ
れから文化お よび包囲そ して旅行観念、物
流、そして、その中z.i….海の中で付加価値の
高い製造業の隆起。上海の発展において製造
業を諦めるのではなく、これから必ず必要に
なってくると思います。やはりハイテク製造
業、そして省エネ ・エコ環境というものが上
海の中では重要な部分になってきます。そし
て省エネ ・エコ保護環境、この項目に関して
は日本の事業はどれも優秀な技術を持ってい
ます。これは上海の今後の発展において省エ
ネに関しては一番重要な部分。これは企業の
発展に一番大きな機会となります。政府がこ
ちらの企業に対しての担当を提供 していま
す。
　上海の産業園区に関して言えば、外資集約
の関係の図式になっております。現在、上海
の41の国家クラス、都市 クラスの開発地区
がございます。そして、この開発はとても費
用が掛かっています。その中で、経済発展に
おいて交通経済の発展奨励が建設的に広め
て、その中で、これが上海または中国に向け
てすごく重要な内容になると思います。先ほ
どお話 しした華南地区の状況です。まずは国
の政策としても国家としての政策、そして上
海としての政策がございます。これは一ヒ海に
限らず、国家も会計費用の発展がどのように
なるか重要な部分であるという形の内容を示
しています。その中で、重要なポイントを説
明させていただきます。対外外交は中国とし
て基本的な政策にな ります。外資企業は中国
経済の中で重要な部分となります。さらに重
要な対応がございます。中小企業の連結。中
西部の連結反転を重視しています。
　海外企業を利用する全体の官庁の体験で
す。その中で外資利用構造の最適化。開放分
野の拡大、外資ハイテク環境、現代サービス
業、非エネルギーと省エネ環境への奨励。外
国企業が中国で研究開発センター、購買セン
ター、財務管理センター、決済センターおよ
びコスト利益計算センターなどの機能性構造
を建設することを奨励 します。中国企業が研
究開発提唱、評価することを奨励し、条件に
符号する外商投資企業と外資企業、研究機構
が提携 し国家科学技術開発プロジェクト、そ
れからイノベーション開発、建設プロジェク
トなどを新設することを提唱する。実際は政
府の機関は今、一つのことを考えています。
それは外資系投資モデル、あらゆるプロパテ
ント政策です。その法律は産業の項目リスト
です。それは簡単に言えば、昔はできない、
投資できない機能はこれからどんどん投資が
できるようになって、それのみならず、それ
らの投資も国が奨励しています。そのリスト
は外資系企業の投資に対 しては四つのレベル
があります。
　次は開放の領域になります。外資利用の方
式の多様化の促進です。外資が合併回収など
の方式で、国内企業の組織会計 との再編を奨
励しています。条件に付合する外国投資企業
のうえで証券を公開発表することができま
す。そしてさらに良好な投資環境の構築があ
ります。外商投資産業指導要領の中で、総投
資が3億 ドル以下の奨励類 ・許可類プロジェ
ク トは政府が許可する投資プロジェクトリス
トで、国民関連部門が許可すると規定してい
るものを除いて地方政府関連部門により許可
することができます。そしてその権限につい
てはどんどん拡張をしています。
　次は上海の政策になります。その中でハイ
テク産業の将来を抽出して話していきます。
上海におけるハイテク産業加速促進に関する
ことについてです。国家の政策として上海と
してはこのハイテク産業のさらなる発展を促
進していきます。その中でそのハイテク産業
の規模をさらに拡張 していきたいと思ってい
ます。新エネルギー、それから民間航空製
造、それから先進生物医薬、電子情報製造
業、新エネルギー自動車、海運海洋技術、新
素材など、ソフ トと情報サービス、これらの
9つを、重点分野としています。そのほかに
各部門間の連携を強調 し、重要プロジェク ト
においては上海の産業発展で、グリーン通道
を取 り入れ、サポー トを提供します。こちら
について、もしも興味のある方があれば、発
展和改革委員会に連絡をいただければ、必要
な資料などをご提供することが可能でござい
ます。
　最後に上海の多国籍企業のエリア地区、エ
リア本部の設立に関連する事例。構築系の会
社または管理系の会社によっていろいろと異
なります。多国籍企業のエリア本部設立の規
定について、その中でこちらはいろいろとサ
ポー トがございます。また多国籍企業進出に
伴い、人員に対するいろいろなサポートも提
供されています。すべての内容を今のこの午
後の時間でお話 しすることは難しいと思って
います。インターネットを利用して、上海の
政策、政府の政策について公開されているの
を、さらに利用 していただければと思ってい
ます。もしも、この中でさらに問題があった
場合には、私たちも協力させていただきたい
と思っております。
　ちょっと時間を多 く使ってしまった今日の
話になりますが、外資系企業が上海の今後の
発展に重要な位置を占めていると思っていま
す。今日はどうもありがとうございました。
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